

































基準（International Financial Reporting Standards；以下、「IFRS」という）では、無形資
産とは物的実体を有しない識別可能な非貨幣性資産と定義され（2）、識別可能性が無形資産





















（1） 企業会計基準委員会、企業会計基準第 21 号「企業結合に関する会計基準」企業会計基準委員会、2013
年、28 項および 29 項。
（2） International Accounting Standards Board (IASB), International Accounting Standards No. 38: Intangibles 
(revised 2004), IASB, 2004, par. 8.
（3） Financial Accounting Standards Board (FASB), Statement of Financial Accounting Standards No. 141: 




























（4） 伊藤邦雄編著『無形資産の会計』中央経済社、2006 年、41-147 頁。




69 巻第 3号（2009 年）。山内暁「企業結合により取得された無形資産に係る認識基準の変遷─ 20 世紀
中期から 21 世紀初頭に至るまでの米国会計基準と国際財務報告基準を手がかりとして」産業経理、第
70 巻第 1号（2010 年）。
（8） R. R. Petkov, “The Current Financial Crisis and Its Potential Impact on Internally Generated Intangi-
ble Assets,” International Journal of Business and Management, Vol. 6, No. 3, 2011.
（9） A. Wyatt, and Margaret. A., “Accounting for Intangible Investments,” Australian Accounting Review, Vol. 


























　会計研究公報第 24 号（Accounting Research Bulletin No. 24；以下、「ARB24」という）お
よび会計研究公報第 43 号（Accounting Research Bulletin No. 43；以下、「ARB43」という）は、
米国においてはじめて無形資産の会計処理が規定された会計基準である。本節では、
ARB24 および ARB43 において無形資産の会計処理がいかに規定されているのかを明らか
にしたうえで、識別可能性の意義をいずれかに見出すことができるか否かを検討する。
　ARB24 および ARB43 において、無形資産の定義は定められておらず、無形資産となり
うる項目が例示列挙されているだけである（11）。極めて広範囲の無形資産が想定されており、
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　本節で考察の対象とする会計原則審議会オピニオン第 17 号（Accounting Principles Board 
Opinion No. 17；以下、「APBO17」という）は、前節で考察したARB24 およびARB43 の
次に公表された無形資産会計基準である。無形資産の定義はAPBO17 においても示されて
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トメント第 141 号（Statement of Financial Accounting Standards No. 141；以下、「SFAS141
（R）」という）と財務会計基準に関するステートメント第 142 号（Statement of Financial 
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